
■ メッキシステムを導入した踏分工場

「実験室での成果を生かせた」と本間保彦執行役員

■ メッキ浴は濾過、循環させて性能を維持する

■ 開発した隔膜電極方式のメッキライン

■ 生産効率は２０％向上

高まる亜鉛ニッケル合金メッキ需要

　石実メッキ工業所は自動車や航空
機の部品表面に被膜を施すメッキ処
理加工が主力事業。近年、自動車
や航空機部品に耐食性の高い亜鉛
ニッケル合金メッキを施すケースが
急増しており、同社の受注は伸びて
いた。
　しかし、亜鉛ニッケル合金メッキ
は使用する溶液（メッキ浴）の劣化

（老化）が早く、稼働を定期的に停
止して、入れ替えなければ生産効率
と品質を維持できなかった。さらに、
入れ替え作業を実施する２日間、生
産も止まるためメッキ浴入れ替えの
コスト負担への対応も課題となって

メッキ浴の長寿命化を実現

亜鉛ニッケル合金メッキのコスト低減、生産効率向上を実現

いた。メッキ浴の長寿命化が実現で
きればこれらの課題を解決でき、環
境問題にも貢献できると判断。「平
成２７年度補正ものづくり・商業・サー
ビス新展開支援補助金」を活用し、
新たな亜鉛ニッケル合金メッキ技術
とシステムの開発に乗り出した。

酸素ガス抑制する陽極電極開発に挑戦

　メッキ浴の老化は、メッキ加工中
に不純物（老化物）ができ、溜まって
いくためだ。老化が進むとメッキ加工
時間が徐々に伸びて生産性が低下
する。さらに進むと、品質基準も満
たせなくなるため入れ替えざるを得な
くなる。老化物はメッキ浴中の重要

成分「キレート剤」が酸化分解される
ことによって発生するため、酸化分
解を押さえ込むことができれば、メッ
キ浴の長寿命化につながる。
　酸化分解は、メッキ加工時にメッ
キ浴と陽極電極が接触することで発
生する「酸素ガス」がキレート剤に作
用して起こる。そこで、本間保彦執
行役員は、酸素ガスの発生を抑制
する陽極電極の開発を目指した。手
始めに自社の実験室で、従来型の
ニッケル電極に加え、プラチナ・チ
タン電極、酸化イリジウム電極のほ
か電極を隔膜で覆う隔膜電極といっ
た４種の陽極電極を使い、メッキ浴
の酸化分解速度の比較評価試験を
実施した。

隔膜電極方式のメッキシステムを完成

　比較評価試験では、隔膜電極が
老化物の発生がほとんどなく、メッキ
浴も清浄な状態を維持する好結果が
出た。この結果から、メッキ浴の長
寿命化を実現する技術のメドがつい
た。一方で、隔膜電極を採用した新
たなメッキシステムを構築するには、
従来の設備に比べ、電源供給能力
が高く、電解液の管理が可能なメッ
キ装置が必要となる。しかし、こうし
た条件を満たすシステムを製造する
設備メーカーがなかった。本間執行
役員は実験室での経験をもとに設備
の仕様を検討し、協力する設備メー
カーにシステムの開発を依頼した。

　次いで、亜鉛ニッケル合金メッキ
にさらに適した隔膜電極を探るため、
完成したシステムを活用し、隔膜電
極の実証試験を実施した。陽イオン
交換膜と陰イオン交換膜の２種類の
隔膜を用意し、コーティングや材質
が異なる４種類の電極を使用して、
メッキ浴中の老化物の検証と同時
に被膜の膜厚、品質を左右する合
金比率、被膜が完了するまでのサイ
クルタムなども測定した。この結果、
ニッケル電極に陰イオン交換膜を使
用したタイプが全項目で最も良い結
果が得られた。

生産効率２０％向上、加工コスト１３％削減

　試験は当初から、量産をにらんだ

規模で実施した。良好な結果が得ら
れたことは、これまでの生産過程で
問題となっていたメッキ浴交換による
コスト負担や生産効率低下といった
問題を一気に解決することにもつな
がった。同社では現在、開発した隔
膜電極方式のメッキシステムが２ライ
ン稼働している。同システムの導入
までと比較して、生産効率は約２０％
向上し、加工コストは約１３％削減を
実現した。自動車部品業界では、耐
食性の高い亜鉛ニッケル合金メッキ
の需要がさらに高まることが予想さ
れている。独自開発した技術を強み
に、海外展開も視野に入れている。

めっき浴の分解劣化を抑制した隔膜電極方式の亜鉛-ニッケル合金めっき技術の開発
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